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お問い合わせ先 
企画広報部企画広報課 
電話：03-3704-9040、ﾌｧｸｽ：03-3704-9404 
〒158-8630 東京都世田谷区等々力 6-39-15

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＴＯＰ１０ 

※★＝今回初めてトップ１０入り 

 

 

順位 前年順位 企業名 得票数 

１位 （１位） トヨタ自動車株式会社 ６５

２位 （２位） ソフトバンク株式会社 ５８

３位 （７位） ソニー株式会社 ３２

４位 ★ 富士フイルムホールディングス株式会社 ２２

５位 
（４位） 株式会社ＮＴＴドコモ 

１０

★ サントリーホールディングス株式会社 

７位 

（７位） パナソニック株式会社 

９(１１位) 株式会社ファーストリテイリング 

★ 株式会社リクルートホールディングス 

１０位 
(１０位) 本田技研工業株式会社 

８

★ 三菱重工業株式会社 

 

 

 

 

好調な業績と世界に先駆けた製品に注目があつまり 

トヨタ自動車 (２年連続４回目) 

 

(学)産業能率大学調査 

社長が選ぶ 今年注目の会社 ２０１５ 

【調査概要】 

調査対象：従業員数１０人以上の企業経営者５５９人 

有効回答：４４０（業種等はＰ.３） 

調査期間：１１月１３日～１１月１９日の７日間 

調査方法：インターネット調査  

自由記述で２０１５年注目の会社１社を尋ねる 

「ハイブリッドに続き燃料電池車の販売に注目」（５９歳／卸売・小売業／大阪) 

   「世界販売台数首位を維持できるか」（５８歳／建設業／滋賀）

学校法人 産業能率大学（東京都世田谷区） 

日本初のマネジメントコンサルタントで、ムリ･ムダ･

ムラを提唱した上野陽一が創立者。大学院・大学・短

大を設置し、総合研究所においては企業・官公庁・自

治体等の経営指導や人材育成支援を行っている。 

「社長が選ぶ 注目の会社」初トップ１０入り 

４位/富士フイルムＨＤ：「エボラ出血熱治療に効果が期待される薬など、医薬品分野に注目」(５２歳／教育・学習業／大阪)

５位/サントリーＨＤ：「辣腕社長を迎え新旋風が期待できる」(６４歳／卸売・小売業／岡山) 

７位/リクルートＨＤ：「上場後の動向に注目」(５５歳／サービス業／東京) 

１０位/三菱重工業：「ＭＲＪ国産小型ジェット旅客機の開発に期待」(５６歳／情報通信業／愛知) 

２０１５年１月７日
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お問い合わせ先 
企画広報部企画広報課 
電話：03-3704-9040、ﾌｧｸｽ：03-3704-9404 
〒158-8630 東京都世田谷区等々力 6-39-15

学校法人産業能率大学（東京都世田谷区）は、従業員数が１０人以上の企業経営者（経営トップ）

を対象に、２０１５年に注目している会社を自由記述で１社回答してもらい、その結果を「社長

が選ぶ 今年注目の会社２０１５」としてまとめました。調査は、１１月１３日から１１月１９

日までの７日間、インターネット調査会社を通じて５５９人の経営者を対象に行いました（有効

回答４４０)。 

 

 

 社長が選ぶ 今年注目の会社  

企業経営者が今年最も注目している会社は「トヨタ自動車」（６５票）。理由として、好調な業

績に加え、世界に先駆けて販売が開始された燃料電池車などの新製品に期待する声が多くあげら

れました。 

今回初めてトップ１０入りしたのは、４位には富山化学工業を傘下におく「富士フイルムＨＤ」

(２２票)、５位には新浪新体制となった「サントリーＨＤ」(１０票)、７位には昨年上場し今後

の動向に注目の集まる「リクルートＨＤ」(７票)、１０位には国産ジェット開発を進める「三菱

重工業」(８票)の４社となりました。 

 

「社長が選ぶ 今年注目の会社」トップ１０ 

順位 前年順位 企業名 ※商号略 得票 主な理由 

１位 （１位） トヨタ自動車 ６５

「ハイブリッドに続き燃料電池車の販売に注目」(５９歳／卸売・小売業／大阪)

「世界販売台数首位を維持できるか」（５８歳／建設業／滋賀） 

「来年はさらに戦略性の高いグローバル化を推進するのでは」(３６歳／サービス業／神奈川)

「新技術を用いた新商品に期待」(５１歳／建設業／北海道) 

「余剰資金の使途に興味がある」(５１歳／不動産業／千葉) 

２位 （２位） ソフトバンク ５８

「ロボット事業に注目している」(４５歳／卸売・小売業／福岡) 

「次に何がでてくるか期待させる」(４８歳／製造業／長野) 

「経営資源をどのように投入していくのか」(５９歳／情報通信業／東京)

３位 （７位） ソニー ３２

「業績回復ができるか」(６４歳／情報通信業／東京) 

「経営の立て直しが実現できるか」(６４歳／不動産業／東京) 

「この苦境を救う次の一手に期待」(４７歳／製造業／新潟) 

４位 ★ 富士フイルムＨＤ ２２
「エボラ出血熱治療に効果が期待される薬など、医薬品分野に注目」(５２歳／教育・学習業／大阪)

「医薬品や化粧品など付加価値の高い製品の市場投入」(６２歳／医療・福祉業／福岡)

５位 

（４位） ＮＴＴドコモ 
１０

「グローバル展開に期待」(６０歳／情報通信業／東京) 

「厳しい状況をどこまで巻き返しをはかれるか」(４４歳／運輸業／埼玉)

★ サントリーＨＤ 
「辣腕社長を迎え新旋風が期待できる」(６４歳／卸売・小売業／岡山) 

「ウイスキーブームをどのように発展させるのか」(５１歳／情報通信業／東京) 

７位 

(７位) パナソニック 

９ 

「下降局面を脱して反転攻勢に出る条件が揃った」(６５歳／製造業／東京) 

「主力商品を法人向けにシフトし利益率を上げそう」(５５歳／情報通信業／千葉)

(１１位) ファーストリテイリング 
「世界で商品の人気が上昇している」(５９歳／卸売・小売業／宮城) 

「海外進出の拡大に注目」(５１／サービス業／福岡) 

★ リクルートＨＤ 
「上場後の動向に注目」(５５歳／サービス業／東京) 

「上場し新たな飛躍が期待できる」(５９歳／その他／大阪) 

１０位 

（１０位） 本田技研工業 
８ 

「小型航空機エンジン事業に注目」(７５歳／情報通信業／東京) 

「Ｆ１への参戦」(４９歳／建設業／徳島) 

★ 三菱重工業 
「ＭＲＪ国産小型ジェット旅客機の開発に期待」(５６歳／情報通信業／愛知)

「世界で通用する様々な分野に多くの技術と人材をもっているから」(６５歳／不動産業／東京)

※★＝今回初めてトップ１０入り 
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お問い合わせ先 
企画広報部企画広報課 
電話：03-3704-9040、ﾌｧｸｽ：03-3704-9404 
〒158-8630 東京都世田谷区等々力 6-39-15

 調 査 概 要  

 

調査対象：従業員数１０人以上の企業経営者 ５５９人 

 

調査方法：インターネット調査 

 

調査期間：１１月１３日～１１月１９日 ７日間 

 

有効回答：４４０ 

 

回答者属性： 

・性別 

男性       ４２８人（９７．３％）

女性             １２人（ ２．７％）

 

・年齢 

３０代                        １８人（ ４．１％）

４０代                      １２０人（２７．３％）

５０代                      １９７人（４４．８％）

６０代      ９２人（２０．９％）

７０代  １３人（ ３．０％）

 

・本社所在地 

北海道                 １９人（ ４．３％）

東 北                 ２７人（ ６．１％）

関 東                １８４人（４１．８％）

中 部                 ６９人（１５．７％) 

近 畿                 ８１人（１８．４％）

中 国                 ２０人（ ４．５％）

四 国                  １０人（ ２．３％）

九州・沖縄               ２８人（ ６．４％）

海 外                   ２人（ ０．５％）

 

・資本金規模 

１０００万円未満        １０１人（２３．０％）

１０００万円以上３０００万円未満  １８９人（４３．０％）

３０００万円以上５０００万円未満   ５８人（１３．２％）

５０００万円以上１億円未満   ４２人（ ９．５％）

１億円以上１０億円未満     ３７人（ ８．４％）

１０億円以上          １３人（ ３．０％）

・業種 

製造業              ８５人（１９．３％） 

サービス業          ７７人（１７．５％） 

卸売・小売業 ６９人（１５．７％） 

建設業 ５３人（１２．０％） 

情報通信業 ２８人（ ６．４％） 

不動産業 ２８人（ ６．４％） 

医療・福祉           ２４人（ ５．５％） 

運輸業 １９人（ ４．３％） 

教育・学習支援業       １３人（ ３．０％） 

飲食店・宿泊業          ７人（ １．６％） 

金融・保険業 ６人（ １．４％） 

電気・ガス・熱提供・水道業 ６人（ １．４％） 

その他              ２５人（ ５．７％） 

 

・従業員規模 

１０～３０人        ２５３人（５７．５％）

３１～５０人         ６４人（１４．５％）

５１～１００人        ６４人（１４．５％）

１０１～３００人       ４０人（ ９．１％）

３０１～１０００人    １４人（ ３．２％）

１００１人以上         ５人（ １．１％）

 

・上場区分 

東証一部上場      ２人（ ０．５％）

東証二部上場 ２人（ ０．５％）

その他上場 ５人（ １．１％）

非上場 ４３１人（９８．０％）
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お問い合わせ先 
企画広報部企画広報課 
電話：03-3704-9040、ﾌｧｸｽ：03-3704-9404 
〒158-8630 東京都世田谷区等々力 6-39-15 

(ご参考／過去データ①「社長が選ぶ 注目の会社」２０１０～２０１２年)  

 

 ２０１０年 

(ｎ＝６１２) 

２０１１年 

(ｎ＝３８９) 

２０１２年 

(ｎ＝３８７) 

１位 トヨタ自動車株式会社 

 (１３６票) 

トヨタ自動車株式会社 

 (５６票) 

オリンパス株式会社 

(４８票) 

２位 日本航空株式会社 

(９７票) 

ソフトバンク株式会社 

 (４９票) 

ソフトバンク株式会社 

 (４３票) 

３位 株式会社ファーストリテイリング

 (６７票) 

日本航空株式会社 

 (３６票) 

トヨタ自動車株式会社 

 (３７票) 

４位 日本マクドナルドホールディングス株式会社

パナソニック株式会社 

(１９票) 

株式会社ファーストリテイリング

(３２票) 

株式会社ディー・エヌ・エー 

(３４票) 

５位  

 

楽天株式会社 

 (１５票) 

Apple Inc 

(２９票) 

６位 日産自動車株式会社 

ソニー株式会社 

(１６票) 

パナソニック株式会社 

 (１４票) 

株式会社ファーストリテイリング

(１９票) 

７位  株式会社東芝 

(１１票) 

東京電力株式会社 

(１８票) 

８位 楽天株式会社 

(１４票) 

Apple Inc 

本田技研工業株式会社 

 (１０票) 

パナソニック株式会社 

 (１１票) 

９位 シャープ株式会社 

ソフトバンク株式会社 

本田技研工業株式会社 

(１２票) 

 

 

株式会社 NTT ドコモ 

(８票) 

１０位  

 

シャープ株式会社 

日産自動車株式会社 

 (９票) 

日産自動車株式会社 

 (７票) 

※２００９年調査開始(２０１４年までは調査年に「来年の注目の会社」として発表。) 

※二重下線は初トップ１０入り 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
5

お問い合わせ先 
企画広報部企画広報課 
電話：03-3704-9040、ﾌｧｸｽ：03-3704-9404 
〒158-8630 東京都世田谷区等々力 6-39-15 

(ご参考／過去データ②「社長が選ぶ 注目の会社」２０１３～２０１５年)  

 

 

 

２０１３年 

(ｎ＝３７３) 

２０１４年 

(ｎ＝３４４) 

２０１５年 

(ｎ＝４４０) 

１位 シャープ株式会社 

 (５０票) 

トヨタ自動車株式会社 

 (４２票) 

トヨタ自動車株式会社 

 (６５票) 

２位 パナソニック株式会社 

 (４６票) 

ソフトバンク株式会社 

 (４１票) 

ソフトバンク株式会社 

 (５８票) 

３位 ソフトバンク株式会社 

 (３７票) 

楽天株式会社 

 (３０票) 

ソニー株式会社 

 (３２票) 

４位 トヨタ自動車 株式会社 

 (２９票) 

株式会社 NTT ドコモ 

 (２４票) 

富士フイルムホールディングス株式会社

(２２票) 

５位 ソニー株式会社 

株式会社ファーストリテイリング 

 (２０票) 

東京電力株式会社 

 (１４票) 

株式会社 NTT ドコモ 

サントリーホールディングス株式会社  

(１０票) 

６位  シャープ株式会社 

 (１２票) 

 

７位 Apple Inc 

日本航空株式会社 

 (１６票) 

ソニー株式会社 

パナソニック株式会社 

 (１１票) 

パナソニック株式会社 

株式会社ファーストリテイリング 

株式会社リクルートホールディングス 

(９票) 

８位  

 

  

９位 東京電力株式会社 

 (１２票) 

日産自動車株式会社 

 (８票) 

 

１０位 本田技研工業株式会社 

 (８票) 

本田技研工業株式会社 

 (７票) 

本田技研工業株式会社 

三菱重工業株式会社 

 (８票) 

※２００９年調査開始(２０１４年までは調査年に「来年の注目の会社」として発表。) 

※二重下線は初トップ１０入り 


